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	会議記録報告書
　

　出席者の発言要旨について、下記のとおり報告します。　
平成26年5月23日

　　　　　　　　　　　　市民生活部　環境課　リサイクル推進係

　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当者職氏名　係長　上見　安伸　㊞



	内　容
	平成26年度第2回浜田市環境清掃対策審議会

	年月日
	平成26年5月23日（金）
	時　間
	13時30分～15時30分

	出席者
	○委　員（8名）沖村 理史、宮本 美保子、今田 康博、馬場 真由美、沖田 敏子、岡本 修治、山﨑 一美、小笠原 詞子
○事務局（4名）市民生活部長、市民生活部次長、環境課（課長・ﾘｻｲｸﾙ推進係長）

	Ⅰ．会議成立の宣言

環境課長：浜田市附属機関設置条例第2条の規定に基づく会議の定足数は、委員の半数以上となっており、本日の審議会が成立していることを報告する。
Ⅱ．意見聴取結果報告

1. 浜田市環境清掃指導員説明会における意見（資料①・事務局）

資料①のとおり
2. 各地域における住民の意見（各委員）

　　① 岡本委員（金城自治区）
　　　・浜田市よりも江津市の方が分別が厳しい（金城町内事業所勤務の江津市民）

　　　・浜田市の現在のごみ袋は、色分けされて使いやすそうだと感じる（金城町内事業所勤務の江津市民）

　　　・現在のやり方に慣れているので、変えないでほしい（金城町在住者）

　　　・現状で特に不便を感じていないので、変える必要はない（金城町在住者）

　　② 沖田委員（浜田自治区）
　　　・現在のやり方に慣れているので、変えないでほしい（金城町在住高齢者多数）
　　　・種類が減るのは歓迎だ（金城町在住若年者多数）
　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（裏面へ）



　

　◎次回検討委員会

　　・平成24年7月23日（月）火葬場のモニタリングの後（午後）

　　　※できれば早めに開催













　　③ 宮本委員（金城自治区）


　　　・現在のままでも特に支障はないが、欲を言えば10枚単位ではなく数枚単位で購入できるとなお良い


　　　・現在のやり方に慣れているので、変えないでほしい





　　④ 山﨑委員（旭自治区）


　　　・現在のやり方に慣れているので、変えないでほしい


　　　・高齢者のことを考えると、変えない方がよい





　　⑤ 馬場委員（旭自治区）


　　　・現在のやり方に慣れているので、変えないでほしい


　　　・3種類


　　　・前回変更時のような混乱はもうこりごりだ


　　　・販売単位数量を少なくしてほしい


　　　・簡素化するにしても小さい袋はなくさないでほしい





　　⑥ 小笠原委員（弥栄自治区・エコライフ推進会役員会）


　　　・色を覚えたので、変更は困る


　　　・ごみカレンダーがごみ袋と同じ色分けで作成されているので、現在はとても分かり易い


　　　・ごみの分別については、今のごみ袋の色を生かしてもらうようにしてほしい。サイズについては、収集業者や高齢者の意見も聴く必要がある。その上でサイズを減らすことを検討してみてはどうか。古いごみ袋を引き続き使用できることとした場合、混乱してしまう。


　　　・学生や転入してきた者に対しては、「郷に入らば・・・」ということわざもあるように、ごみの出し方を指導するのは行政や自治会の責任ではないだろうか。簡単に変えてもらっては困る。


　　　・江津市の例はあるが、混入が（多発する）可能性はある。


　　　・江津市でも混入したごみ袋は、収集されずにステーションに残っている。


　　　・弥栄は、ペット・プラは2週間に1回の収集なので大サイズだけでもよい。


　　　・ビンは、小サイズでもたくさん入れると高齢者には重たすぎるくらいだ。中サイズは使えない。


　　　・江津市は、1種3サイズを「○」をつけて出す方式でごみ袋の種類は多くならないが、ごみの収集方法が浜田市とは違うので、一概に比較することは難しい。


　　　・家庭では、「○○色のごみ袋に入れて」と色で子どもたちに伝えており、簡素化するとそういった（分かり易い）伝え方ができなくなるので困る。


　　　・簡素化によりごみ袋が統合された場合、色による区別ができなくなるため、分別に困るとついつい不燃ごみふくろに入れてしまうのではないか。その結果、不燃ごみが増えてしまうことが危惧される。


　　　・40歳以上の年代には、ごみの分別の仕方が定着してきたと思うが、学生や若い世代は分別が面倒臭いと感じている人も多い。都市部では、指定ごみ袋でなくてもレジ袋に入れて出せば可燃ごみに不燃ごみが混入していても収集してくれるので、面倒がない。浜田自治区へ行く途中にごみが不法投棄されている





（次葉へ）








い。市民がどう思っているのかをもう一度じっくり考えて判断すべきではないだろうか。


馬場委員：毎年、市民や各支所担当職員の意見を聴く機会を設け、まとめておいてもらいたい。そうすれば市長から話があった際にタイムリーな情報提供と理論武装ができる。事務局は、行政のプロとして市長に対しても説明責任を負っている。自信を持って市長に話をしてもらいたい。市民も後についている。


宮本副会長：現在のごみ袋の検討にあたっては、審議会も随分と時間と労力を注いだ。やはり、市民の意見を第一に考えないといけない。





Ⅳ．中間報告調整


1. 市民の意見について


　・一般廃棄物処理基本計画中のアンケート（平成22年10月実施）


　・環境清掃指導員説明会（本年5月実施）で聴取した市民からの意見


・審議会委員が各地域で聴取した（本年5月実施）市民からの意見


　慣れている色分けによる分別を変更することに、とまどいが多い模様





2. 簡素化の中身について


　・「分別の簡素化」は、市民の混乱と循環型社会への逆行の可能性があり、望ましくないことに審議会として了解し、既存の分別方法を変更しないことも、一定の合意を得た


・「分別の簡素化」ではなく、「ごみ袋の簡素化」によって、分別意識の低下を招かずに、市民の負担軽減と市民サービス向上をはかる方策を審議会で議論した





3. 簡素化する場合のごみ袋の種類及び組み合わせについて


　・可燃と不燃を同じにする組み合わせは望ましくない（混入のリスク増大と、回収されないことによる市民サービスの低下、環境清掃指導員の負担の増大、ごみ収集方法の大変更につながる可能性がある、等）


　・仮に簡素化する場合、可燃、不燃、資源という3種類が一つの考え方である


　・ただし、その場合でも周知徹底（特に高齢者に対する）は簡単ではなく、混入のリスクが高まり、処理費用の増大、回収されないことによる市民サービスの低下、環境清掃指導員の負担の増大等を招く恐れがある


　・事務局の調査によると、簡素化により可燃、不燃、資源の3種類にした場合、ごみ袋作成費用は増加する模様である（重いビンを入れても破れにくい厚さにすることのコスト増大のため）





4. 実施時期について


　・これまでの環境意識・分別意識の向上のための取り組みが無駄にならないように、時間をかけて慎重に検討を進めていく必要がある





5. 市民サービス向上について


　・10枚1ロールの販売方法を変更する（例：5枚1ロール）ことにより、市民負担が軽減し、市民サービスは向上する可能性があることが指摘された





（次葉へ）











のを目にすることがあったが、若い世代には面倒臭く感じられるのでこういったことが起こるのではないだろうか。ごみの出し方の指導も必要であるが、分別の方法も考えなといけない。


　　　・住宅地のアパート等の住人について、地域のごみステーションへのごみの出し方が悪いとごみが収集されずに残ったりして、地域からアパートの住人専用のステーションを作ってほしいなどの問題が起こることがある。学生が転入した際には、ごみの出し方やカレンダーなどを渡しているので、当初は理解もあるとは思う。


・エコクリ－ンセンターの能力やごみの出し方の取り決めもあり、現在の分別方法をとなっている経緯がある。状況が変われば、分別方法も変わってくるかもしれないが、分別を変えないということであれば、上手なごみの出し方についての指導も必要かもしれない。


・市民にとって良いことであれば、無理に意見集約せずに行えばよい。それが行政の役割である。


・変更は、高齢者にとって更なる混乱を招く。


・きちんと分別できる浜田市の現在の手法は、むしろ誉である。


・簡素化したいのは、都会から浜田市に引っ越して来た人の意見が多いからなのではないか。





【沖村会長コメント】


一般廃棄物処理基本計画巻末資料の平成22年度に実施したごみ袋の改定に関する市民アンケート調査結果を見ると、賛成5件、反対25件となっている。賛成意見としては、「ごみ袋の種類が多いので共通化・統一化を図ってほしい」など、また、反対意見としては、「ごみ袋をころころ変えないでほしい、年配の方も混乱している」といった意見が寄せられた。当時も今も市民の意識に変化はないことが分かる。





【市民生活部長コメント】


平成21年は、価格改定と不燃ごみ袋の極小サイズの追加は行ったが、色分けなど基本的なところは変更していない。価格改定によって古いごみ袋が使用できなくなったことが、感覚として「ごみ袋が変わった」と受け止められたのだろう。





Ⅲ．諮問内容審議


馬場委員：簡素化する場合には、かなりきめ細かい周知が必要になる。特に、高齢者への周知は、困難を極める。


沖田委員：ごみ袋の種類を減らすのはありがたいことだが、該当のごみの種類に「○」を付けるやり方は、高齢者には酷である。もし、違うごみの種類に「○」をしてしまった場合に収集してもらえないのでは困る。そういったことになれば清掃指導員など世話をする方の苦労も相当なものになる。


岡本委員：簡素化する場合の組合せは、「可燃・不燃・資源」であるのかなと思っているが、見積りにはこの組合せがない。


沖村会長：事務局から説明をお願いする。


上見係長：簡素化する場合の組合せについて、市長は可燃と不燃を統合した江津市のごみ袋を強くイメージしておられるため、「（可燃・不燃）・資源」とい





（裏面へ）








う組合せの見積りをとる必要があった。先日の沖村会長との事前協議においても可燃と不燃を統合する案は、混入リスクが非常に高く現実的ではないという確認もさせていただいたところであり、岡本委員ご指摘のとおり、本来であれば「可燃・不燃・資源」という組合せの見積りも必要であるが、今回は時間の都合上見積りが間に合わなかったため、必要に応じ次回の審議会でこの組合せの見積金額をお示ししたいと考えている。


山﨑委員：簡素化に伴い混入が増えれば、世話する側の苦労も増え大変だ。環境清掃指導員から意見を聴いたということであるが、どのような方たちが指導員をされておられるのか。


上見係長：男女比率は、概ね男性7割、女性3割といった感じである。自宅で実際にごみの分別等を行っておられるかどうかが知り得ないが、環境に対する意識レベルの高い方が多と感じた。また、行政連絡員を併人されておられる方も多い。


宮本副会長：簡素化を実施するのであれば、環境清掃指導員に対する指導が重要になってくる。


馬場委員：可燃のごみ袋は非常に裂けやすく、困っておられる方も多い。江津市は可燃と不燃を統合した浜田市よりも強度の高いごみ袋にしているが、浜田市も江津市と同じようなごみ袋に変更することは可能なのだろうか。


上見係長：江津市のごみ袋で特に問題なく処理できているという事実があり、浜田市が同じようなものに変えたいと申し出た場合に、エコクリーンセンターがこれを拒否することはないのではないかと思う。ただし、ごみ袋を厚くすると製造コストの上昇は避けられない。


岡本委員：現在のごみ袋の強度や素材を検討するにあたっては、審議会も相当労力をつかった。今更これを変更するというのはいかがなものか。現行の5種類の組合せの方が製造コストが低く抑えられるというのであれば、簡素化の優位性がない。


沖村会長：可燃と不燃を一緒にしているのは、県内では江津市だけである。個人的には、簡素化するとすれば「可燃・不燃・資源」という組み合わせが望ましいと考えている。その場合には、可燃と不燃には変更を加えず、資源の取り扱いをどのようにすればよいかを考えることになるが、ビンが重く強度をビンに合わせる必要があるため、現在よりも多少割高になってしまう。


山﨑委員：ごみ袋を簡素化するのであれば、それに合わせて分別も簡素化してほしいという意見があった。


今田委員：この度の簡素化の検討事項には事業所用のごみ袋は含まれていないと認識してもよいか。


川崎部長：市長に念押しして確認した訳ではないが、市長が考えておられるのは家庭用のごみ袋のみであると考えている。


馬場委員：小さな事業所から小サイズのごみ袋を作ってほしいという要望があった。


沖村会長：現在は、大サイズのみである。資源ごみの分別簡素化の対応の可否について、業者等から得ている情報があれば示してもらいたい。


上見係長：先日、石央リサイクルセンターを視察した。以前、缶とビンは混入した状態で収集されていたため、選別ラインは完備している。しかし、ペット・プラはこれまでそのような取り扱いをしたことはなく、資源ごみを全て混入させて処理できるかどうかについては、直ぐにはお答えしかねる。





（次葉へ）


（次葉へ）





（裏面へ）








川崎部長：ペット・プラは、処理前に機械でごみ袋を裂かないといけないため、ペット・プラの処理ヤードで第一選別を行うのは無理があるように思う。資源ごみの分別を簡素化し、混入ごみを受け入れるにはヤードの増設が必要だ。


岡本委員：諮問書には、「ごみ袋の価格は維持しつつ・・・」、「分別意識の低下を招かないような・・・」とある。実際には、ごみ袋の製造コストは上昇し、分別意識も低下してしまう可能性が高い。簡素化する必要があるのか甚だ疑問だ。


沖村会長：仮に簡素化して、現在のごみ袋は引き続き使用可能であるという条件で運用した場合に、最後まで残るのはビンの袋であろう。また、ごみカレンダーは、ごみ袋の色に対応しており、数年間は現在のまま色分けすることになると思うが、その後、新しいごみ袋に色を合わせて作成した場合には、資源ごみ袋を透明にしたとすると、ごみの種類を文字でのみ識別しなければならなくなる。これは高齢者にとっては少々酷だ。


久保田次長：透明な袋にしたとしてもごみの種類表示をカラーにすれば、現在の色分けを残したまま簡素化が可能だ。


小笠原委員：ごみ袋は裸のまま置くわけではなく、ボックスに入れて使うのが一般的だ。ボックスからはみ出したごみ袋の色を見てごみの種類を識別しており、統合した場合はこういった識別ができなくなる。色で識別する方法は究極の方法であり、これを変更するのはかなり大変なことだ。


上見係長：先ほど久保田次長が出したアイデアについて、業者に聴き取りを行ったところ、技術的に困難であり、仮に出来たとしても非常に割高になってしまうとのことであった。


川崎部長：江津市や益田市と比べて浜田市のごみカレンダーは非常に親切・丁寧に作られている。ただ当然、かなりお金も掛っている。


小笠原委員：浜田市のカレンダーは、単純な「ごみカレンダー」ではなく、健康カレンダーも兼ねている。


馬場委員：ペット・プラの中サイズを使うことは殆どない。


沖村会長：学生はよく使っている。また、可燃の小サイズもよく使う。ビンの小サイズができたのも喜んでいる。逆に、可燃の大サイズは殆ど使わない。


馬場委員：結果として、これまでの取組みが後退するようなことになってはいけない。


岡本委員：環境清掃指導員説明会や本審議会における市民や委員の意見を事務局からきちんと市長へ伝えてもらえれば、（簡素化すべきではないことが）理解してもらえるはずだ。


川崎部長：我々としては、先ず市長の「市民の負担を軽くしてあげたい」という気持ちは理解しなければいけない。その上で、環境清掃指導員説明会や本審議会における市民や委員の意見を含め、もう少しきちんと説明する時間をつくりたいと思う。市民や委員の皆さんの話を聴いて感じたことは、世帯構成など、浜田市も変化してきているのだなということだ。変化に応じて変えるべきところは変えていくことは必要なことであり、定期的にこういった機会を設けることはとても有意義なことである。是非とも今後も忌憚のないご意見をいただきたい。


今田委員：「これまでの取組みが無駄にならないように、じっくり考えて結論を出してほしい。」これに尽きる。市長は、市長選の際に浜田市内を廻って色々な人から意見を聴いたのだと思うが、どの程度の情報なのかは分からな





（裏面へ）








Ⅴ．次回審議会開催日時等調整


　【日時】平成26年6月24日（火）13：30～


【場所】浜田市立中央図書館2階多目的ホール





※小笠原委員は欠席予定





（以上）








